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は じ め に
東南極氷床の高地では，ロシアのボストーク基地（図 ）が長く通年観測を継続してきた
が，それ以外の長期データはない．日本は南極深層氷床コアによる気候変動の研究を目指
して東南極氷床の稜線上にドームふじ観測拠点（ °， ° 現在はドームふじ基地と改










も反映して，地上気温が－ ° 近くになることもあった．図 に，ドームふじ基地の
年の日平?地上気温の時系列を示す．ドームふじ基地の極夜期間は 月 日~ 月 日で
ある．夏季は－ ° 前後で，冬季には－ ° 前後を示すことが多い．冬季には気温の日々
の変動が比較的大きくなるが（平沢， ），その中で数日の時間スケールをもつ昇温現象
が目立つ． ° 以上の昇温も少なくない．最も顕著な昇温現象は， 月後半に起こった約



































変化を図 に示す．地上気温は 日の約－ ° から 日後の 日には－ ° を超えた．
日には 日足らずで約 ° の大きな昇温となった．昇温期間には約 の風速が
日後半と 日後半の 期間に観測された．この間にドームふじ基地の 年の年間最
大風速が記録された．雲量は 日に気温上昇とともに増加し，間もなく厚い雲が全天を
覆った． 日後半に気温の極大が観測された後，引き続き全天を覆った雲の厚さは星の光
が見えるほどに薄くなった．気圧は 日に から徐々に上昇し始め， 日には
を越えてこのイベントの極大値となった．































図 に， （ ）が導出した波の活動度フラックス（
）に基づいて， の高度の偏差と の分布を示す． 月 日には南























領域の一つである． （ ）が見いだした 年 月のロスビー波の子午
面伝播はまさにその領域で発現しており，実際，その時の絶対渦度の南北傾度の特徴も共










図 の )絶対渦度と )絶対渦度の南北傾度について， - 年の 年間の冬期





propagation of wave activity
 
















?を施し， 日以下の周期の変動を?した時系列（ ??????）を作った． 日移動平?を
基盤変動の時系列（ ???????）とし，そこからの ??????の標準偏差（ ）を求め，
??????の偏差が基盤変動に標準偏差を加えた時系列（ ???????＋ ）より高くなる
図 年 月 日を中心とした 日平?の の絶対渦度の南北傾度の分布．負の領
域を灰色で塗る．ドームふじ基地の位置を白丸で示す．
平沢尚彦
場合を昇温現象とした．図 は， ??????， ???????，及び ???????＋ の時系列
と，上記の条件により抽出された昇温現象を示す． は約 ° であった．
その結果，- 月の 日の間に 回の昇温現象が抽出された（表 ）．平?的には
日に 回，約 日（約 時間）継続する昇温現象があった．昇温現象が集中して発現
するような期間はなく冬季全体に分散しているが，連続的に発現する場合があった（ ，
， は先行する昇温現象が終わった後の 日以内に発現した）．
最も長い期間は の 時間（約 日），短い期間は の 時間（約 日）で






雲量の目視観測は， 時間ごと（ ， ， ， ， ， ， ）で
（ ）を除く 日 回を基本として行った．- 月の カ月間に 回実行され，
そのうち，雲量 が 回（ ），雲量 以下が 回（ ），雲量 （ ）
が 回（ ），平?雲量は であった．昭和基地の - 月の平?雲量は であり，
ドームふじ基地の雲量の少なさが示される．雲量 のうち，光学的に薄く星が透けて見え
るケースが 回（約 ）であった．
図 年 - 月のドームふじ基地の地上気温に関する 種類の時系列（ ??????太実線，





































































































































































































































































































































































































































































図 に，図 と同じ 種類の気温に加えてドームふじ基地における目視観測による雲量
の時系列を示す．昇温現象をはじめとして，高温期に雲量が多くなる傾向がある．特に光













ここでは，高気圧性循環をリッジタイプ（例えば の前半で，図 の 月 日 ）
と，孤立高気圧タイプ（例えば の後半で，図 の 月 日 ）に大別した．リッ
南極内陸域の冬季の昇温現象と対流圏の総観規模循環





































° の昇温（極大値）となった．これらの結果は， 月の昇温現象が他の 事例に比べ
て，昇温の規模において突出していたことを示した． 事例の昇温現象時には，地上気圧
上昇，雲量増加を伴うことが多かった．特に，雲量の少ないドームふじ基地において，光
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